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会

記 事

第 1 1 0 回新潟 内 分泌代謝 同 好
会

日 時 令和元年 1 2 月 14 日 （土）
午 後 2 時 40 分～午 後 6 時

会 場 コ ー プ シティー 花園 4 階
ガレッソ ホ ー ル

I . 一 般 演 題

1 新潟市に お け る成長曲 線 を 用 いた学校健診の
現状～ 5 群 （極端な低身長） の精査結果～

廣嶋 省太 ・ 泉田 侑恵 ※ ． 澤野堅太郎
人 月 浩美 ・ 小川 洋平 ・ 阿部 裕樹 ※

長崎 啓祐
新潟大学医歯学総合病院 小児科
新潟市民病院 小児科 ※

【 背 景 】 平 成 28年4 月 より学校 保健 安 全法 が
変更 され， 学校健診にお いて 成長曲線の積 極的な
活用が行われて いる． 新潟市 では， 学校 保健 成長
曲線検討委 員 会を 立ち 上げ， 検討を行って いる．
今年度 より第 5 群 (- 2 .SSD 以 下の極端 な 低身長）
で精査が必要な 場 合には， 専門 医のいる2 病院を
受診 するように変更 した ．

【 対象と方法】 令和元年4 月 ～ 9 月 に学校健診で
5 群に該 当 し， 新潟市民 病院および 新潟大学医歯
学総合病院を受診した 患者の最終診断を調育した ．

【結果】 合計 41 名 （男 児 18 名） ， 受診 時年齢と
肥満度 の中央値 （範囲） は， 11 (6 - 14) 歳， ー 1 .4

(- 25.2 - 32.5) ％であった ． 最終診 断 は， 特発性
低身長が 20 人 （ 思春 期遅 発傾向6 人， 栄養障害
疑 い 3 人含む） ， 体質 性思春 期遅 発症 5 人， 家族
性低身長 5 人， 栄養障害 5 人， ウィリアムズ 症候
群 1 人な どであった ．

［ 考察 ・ 結語］ 中学生以 降は， 思春 期遅 発症に
関連 した 低身長が多い． 全年代で， 栄餐障害 によ
る低身長が 30% を占 め， 適切な 栄蓑 指 導が菫 要
であることを再認識 した ．

2 先天性甲 状腺機能低下症に 下垂体機能低下症
を 合併 し 診断に苦慮 し た女児例

阿部 裕樹 ・ 泉田 侑恵 ・ 塚野 真也
新潟市民病院 小児科

原発性 と診断 した 先天 性甲 状腺 機能低下症の女
児で， 視 床 下部障害 が明らかとな り， 中枢 性との
鑑別 に苦慮 した 症例を経験 した ．

症例は現在 13歳の女 児． free T4<0 . 10ng/dL,  
TSH 131 .95 µIU/mL, Tg � 800ng/mL, エ コ ー で
正所 性にやや腫 大した 甲 状腺 を認め， ホルモ ン合
成障害 と考えた ． 11歳頃 から成長率 が低下し，
成長ホ ルモ ン完全欠損と診 断 ． TRH 負 荷 では
T S H は過 大反 応 で， わずかだが遷延 傾向を示 し
た ． MR I で正常下垂 体の描 出がな く， 視 床 下部
障害 による下垂 体ホ ルモ ン分泌 不全と診 断 した ．
診断 時の T S H を新潟県のマススクリ ー ニ ング デ
ー ター と比較 した ところ ， free T4 に比して TSH
は低値 であり， 診断 時から中枢 性の要素 を 伴って
いた 可能性 があると考えた ． 診 断 時に free T4 に
対する T S H に注 目 することで， 視 床 下部性甲 状
腺機能低下症の合併を 想起 できた 可能性がある．

3 抗体陰性バ セ ド ウ 病に 合併 し た類 も や も や病
の 1 例

滝澤 祥子 ・ 今西 明 ・ 安楽 匠
川 田 亮 • 佐藤 隆明 ・ 金子 正儀
松林 泰弘 ・ 岩永み ど り ・ 山 田 貴穂
藤原 和哉 ・ 曽根 博仁

新潟大学医歯学総合病院
血液 ・ 内分泌 ・ 代謝内科

症例は52歳， 女 性． X年4 月 1 日 から労作 時
の呼吸困難が出現． 急性心不全のた め， 4 月 5 B 
に入院 軽度 の甲 状腺 機能几 進 症を認めた ． 甲 状
腺腫 大や圧痛 な し． エ コ ー ： 結節性 病変 や血流増
加な し． 甲 状腺 自己抗 体 ： 全て 陰 性． Tc シ ンチ ：
TSH 抑 制下でび まん性に集積 あ り 摂取 率 上昇
な し． 無痛 性甲 状腺炎 とバ セ ドウ病の鑑別 に苦慮
した が， 無治療で経過 観察 した ． 6 月 中旬 から再
度 甲 状腺機能が充 進 した ． 経過 から抗 体陰 性バ セ
ドウ病と診断 ． MMI 1 5mg とKI 1 50mg で甲 状腺
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機能は改善した ． 2 回 と も人院直 後に 脳梗塞 を発
症し， 脳 血管撮影 で類 もやもや病と 診断 された ．
待機 的に 血行再建術施行の 方針 ．

【 考察】 バ セ ドウ病合併類 もやもや病は脳虚 血
症状を認める例が多く， 甲 状腺機能几 進 時に脳虚
血症状が出現 ・ 増悪 した と いう報告が複 数ある．
本例も甲 状腺 機能充 進 時に 脳梗塞 を発症し， 甲 状
腺機能改善後は脳梗塞の 再発を認めて いな い．

4 甲 状腺穿刺吸引 細胞診後に 一過性びま ん性甲
状腺腫脹 を 呈 した 1 例

山 田 貴穂 ※ ， ※ ※ ． 岸 裕太郎 ※ ， ※ ※

小松 健 筑 ※ ※ ． 黒崎 功 ※ ※

曽根 博仁 ※

新潟大学医歯学総合病院 内分泌 ・ 代謝内科 ※

新潟 白根総合病 院 糖尿病 ・ 甲状腺科 ※ ※

症例は52 歳 女性 アレルギ ー な し．
［ 経過】 ドックの 頸 動脈エ コ ー で甲 状腺 左鎚の

腫瘤 を指摘 され当科受診． 甲 状腺 左葉 に軟な腫瘤
を触知． 甲 状腺 関連の 血液 検査は異常な し． エ コ

ー で左薬 下 極に 12 .3 X 10.6 X 21 . 1mm, 内部等～
低エ コ ー 不均質 ， 一部嚢胞変 性と 点状高 エ コ ー を
伴う内部血流が豊富 な 腫瘤 を認め， 穿刺吸引細胞
診を施行した ． 穿刺 後の エ コ ー で両華全体の腫大
と ひ び割 れ状の 間隙 (crack) が出現． crack 内部
の 血流や周囲 への 血腫 形成はな かった ． 視 診上の
腫 大， 疼痛 な どの 自覚 症状な し． 30 分程度 の 冷
却 で増悪 がな いた め， P S L5mg を3 日 間内服 と
し帰 宅 ． 1 週 間 後に はcrack 等は消失 して いた ．

細胞 診は良性．
【 考察】 甲 状腺穿刺 吸引細胞 診後の 一過 性び ま

ん性甲 状腺腫脹の 多 く は穿刺後数 分以 内 に 生 じ 冷
却 等で改善するが， 中に は遅発性の腫 大や挿 管管
理を要する重症例もあり， 稀 な がら注意 を要する
合併症と 考えられた ．

5 201 8 年度に 当 院で診断 し た甲 状腺濾胞癌の
検討

宮腰 将史 • 井上 浩子 ※

筒井内科ク リ ニ ッ ク
新潟県保健衛生 セ ン タ ー ※

漕胞癌 は， 肺， 骨 な どに 遠隔転 移を きた せ ば，
その 予後は乳頭癌 に 比べ 不良と されて いる． しか
し， 超音波 検査と細胞 診で診断可能な 乳頭癌 に 比
ベ ， 濾胞癌の 診断 は容易 でな い．

2018年度 に 当院で確定診断 された 甲 状腺悪 性
腫瘍の 組織別 頻度 は， i慮胞癌 が 22% と 日 本の 平
均 よりもかな り高 かった ． 遠胞癌の 正 診率 が高い
こと が示唆 される．

2018年度 に 当院で診断 された 遠胞癌 は9 例で，
微小浸潤 型 が8 例， 広汎浸潤 型 が 1 例， その 中で
低分化癌 が3 例であった ． それぞ れ， 腫瘍径 ， 増
大傾向， サ イロ グ ロ ブリ ン， 細胞 診， B モ ー ド像，
エラストグラフィ ー ， ドプラー 法に ついて 検討を
行った ．

9 例すべ て に お いて ， B モ ー ドで腫瘍 内部エ コ

ー 不均質 ， 境界部低エ コ 一 帯の 不整な ど濾胞癌の
特徴を認めた また ， 1 例以 外はすべ て 増 大傾向
だった ほ かの項 H は， 遠胞癌 に 特徴的な 所見を
示さな い例も多かった ．

B モ ー ド所見で過 去 の 画像 と 比較 すること は，
濾胞癌の 診断 に 有用であった ．

6 変形性関節症に対する エ ル カ ト ニ ン筋注の使
用 経験

中村 宏志
中村医院 内科

変 形性 関節症の 患者 22 名 を対象に ， エルカ ト
ニ ン10 単位を筋注 し， その効果 に ついて 検討し
た ． 変 形性関節症患者 22 名 （高 血圧 症 10 名 ， 糖
尿 病 8 名 ， 脂質 異常症 4 名） を対象に ， エルカ ト
ニ ン 10 単位を週 1 回 3 ヶ 月 筋注射 し， その効果
について ， 質 問紙 法で評価した ． エルカ トニ ンの
筋注 に より， 疼痛 は 1 - 3 ヶ 月 後に 改善して いた ．
エルカ トニ ンの 筋注 が変 形性関節症の痛 みに 有効
であること は確認できた が， その 機序 に ついて は，




